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を求められる PC 橋の主桁部材に BFS を用いたコンクリートを適用することを計画し，構造設計において
クリープ・乾燥収縮ひずみの低減効果を 30%と見込むことで工程短縮の効果が得られることを確認した。 
 
 
 
論文審査結果の要旨 
本研究では，工場において製造されるプレキャストコンクリート部材の品質向上に向けて，プレキャスト
コンクリート部材の製造方法，養生方法および使用材料がコンクリートの性能に及ぼす影響に関して検討を
行った。一般的には，工場で製造されるプレキャストコンクリート部材は，生産効率を高めるために蒸気養
生が用いられる。高温で養生するほど，早期の圧縮強度は大きくなるが，長期強度の増進は少なく，塩化物
イオンに代表される鋼材腐食の劣化因子の侵入が早くなること，蒸気養生によって生じた品質の低下は，脱
型後に水中養生を行っても回復しないことを示した。第三者被害低減のための剥落防止対策として活用され
る合成短繊維がコンクリートの凍結融解抵抗性に与える影響として，短繊維を用いたコンクリートの空気量
が規格値の範囲内でも比較的少ない場合，その凍結融解抵抗性は短繊維無添加のコンクリートより劣る場合
があること，短繊維を添加した場合でも，増粘剤を添加することで凍結融解抵抗性を大幅に改善できること
を示した。また，高炉で銑鉄を製造する際に発生する高炉水砕スラグを細骨材として用いたコンクリートの
強度および耐久性に関して圧縮強度，静弾性係数，引張強度，曲げ強度，乾燥収縮，クリープ，アルカリシ
リカ反応抑制効果および鋼材腐食抵抗性について検討し，一般的な砕砂を用いたものに比べて優れた性能を
示すことを明らかとした。また，クリープおよび乾燥収縮ひずみが小さい特徴を活かし，既設のプレストレ
ストコンクリート道路橋の拡幅工事に適用を計画し，構造設計においてクリープ・乾燥収縮ひずみの低減に
より工程短縮の効果が得られることを確認した。本研究の成果は，プレキャストコンクリート部材の品質向
上における有益な情報を示し，コンクリート工事における生産性向上，持続可能な開発に貢献する成果を挙
げている。よって，本論文は，学位論文に値するものと判断する。 
 
